
しながわがくげい 
【夏休み中の出来事①】 

 夏季休業中は、教員にとって自己を高める良い機会となります。日

頃は子どもたちへの指導で時間を取ることができませんが、休みのと

きには、時間をたっぷり使っていろいろ研究と修養に努めます。幼稚

園協会主催の研修会に参加したり、自分で学びたい研修会を探したり

して長期の休みを有効に使いました。写真は、三浦学園（有明教育芸

術短期大学、品川学藝高等学校、保育園、幼稚園）の教職員が大ホー

ルで行った救命講習会の様子です。心肺蘇生やＡＥＤの使い方など実

習を交え学びました。緊急の対応をしっかり学ぶことができました。 

【夏休み中の出来事②】 

 今年も、夏休みの期間中（学園閉鎖期間を除く）に２５日間のキ

ンダー（預かり保育）を行いました。朝から３０度越えの毎日でし

たが、水遊びをしたり、課題をしたりして、一日を有効に使って活

動しました。８月１９日（火）２０日（水）には、「夏祭りをしよ

う」という課題で、夏祭りを楽しみました。１９日（火）には、屋

台で出す品物を作りました。２０日（水）はいよいよ夏祭りです。

みんなで売り手、買い手に分かれて行いました。おみこしも担ぎま

した。このおみこしは、保護者の会主催の「お楽しみ会」で作って

いただいたものを使わせてもらいました。みんな元気に力強く担ぐ

ことができました。最後はみんなで「東京音頭」を踊りました。み

んな楽しく元気に過ごすことができました。 

 

 園庭の日よけが大活躍でした。１枚は風のため破けてしまいまし

たが日よけがなければ水遊びも出来なかったと思います。９月いっ

ぱい、頑張ってもらいます。 

 

今年も暑かった・・・ 

 この夏の挨拶の第一声は「暑いですね。」でした。会う人会う人に同じ言葉をかけていまし

た。昨年も暑かったですが、今年は特に熱く、日本の四季も（ちょっと春）→（長くて暑い夏）

→（ちょっと秋）→（まあまあの冬）となってきたと話していたテレビ出演者がいました。気温

の上昇で、昔からの食文化も変化してくるという話もありました。これから先、いったいどう

なってしまうのだろうと心配ばかりが先に立ってしまいます。でも、子どもたちはとても元気です。

２学期が始まった今日、元気な姿をみせてくれました。充実した夏休みを送れたと思います。２学期

の大きな行事として、運動会、遠足（すみれ組は遠足デビューです）遊戯会、品川区

私立幼稚園協会主催の絵画展があります。子どもたちの力をしっかりお見せできるも

のにしたいと思います。どうぞご期待ください。２学期も皆様方のお力添えをよろし

くお願いいたします。 
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９月 指導のねらい 

すみれ組 

〇伸び伸びと体を動かして遊ぶ楽しさを味わう。 

 

ば ら組 

 〇クラスのみんなで思い切り体を動かして遊ぶことを楽しむ。 

 

ま つ組 

 〇自分なりの目的に向かって力を出し、友達と競い合ったり、応援したりすることを楽しむ。 

 

 

講師による指導（９月） 

   器楽指導  渡辺 正明先生   まつ組 

 英語指導  ロス ビトナー先生   ばら組 まつ組 

体育指導   櫻井 由香先生      ばら組    

                 松本 幸浩先生      まつ組 

〇お知らせ 

   「引き取り訓練」 ５日（金） 

「引き取り訓練」を実施いたします。その前段として、子どもたちは避難訓練を行いま

す。東京に震度５強以上の地震が起こったという想定で担任の指示の下、身を守る姿勢や避

難の仕方を訓練します。保護者の皆様には、緊急メールの配信を行います。引き取りは降園

時に行いますので、キンダー利用の方はお迎え時に訓練するということになります。 

（本当に大きな地震が起こった際には、緊急時連絡先として登録された方にお子様を確実

に引き渡します。引き渡すまでは、お子様たちを園でお預かりしていますので、ご自身の安

全を守りながら引き取りに来てください。） 

                      

しながわがくげい  9月 長月（ながつき ながづき）の短歌 

 俳句でその月々の季節を味わってきました。今月号からは、古今の短歌で季節の様子を味わっていきたいと

思います。 

 

 秋の田の 刈り穂の庵の 苫をあらみ わが衣手は 露に濡れつつ （天智天皇） 

  

いづくにか 今宵の月の 曇るべき をぐらの山も 名をやかふらむ （大榎千里） 

 

 雲はいま 富士のたかねを はなれたり 裾野の草に 立つ野分かな （若山牧水） 

 

 秋草の 千草の園に 女郎花 穂蓼の花と たかさあらそう （伊藤佐千夫） 


